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研究成果の概要（和文）：本研究は従来の日本建築史研究では顧みられることの少ない「製材」の視点から日本
建築の特徴を考察するものである。その方法論的な特色は、伝統的な製材職人である木挽の近代的な展開と機械
製材の双方の技術に着目し、かつ現存する歴史的な木造建築物の製材技術調査を統合することである。これによ
り、近代和風および近代洋風の建築物の魅力を、製材の視点から統一的に評価する視角も提供する。

研究成果の概要（英文）：This research is concerned with history of Japanese wooden buildings. By the
 past study, attention to lumbering was rarely paid. But, by this study, technology of both of 
traditional lumbering craftsman and lumbering by a machine is inspected. As well as this, field 
survey of a historical wooden building is performed from the angle of the lumbering technology. 
Characteristics of modern construction become clear by this study.

研究分野： 日本建築史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 

既往研究について：製材や木材という視角か
らみた日本建築史の既往研究を踏まえたと
き、室町時代の大鋸伝来と「木挽」職人の誕
生が、中世建築生産史で俎上に上がる一方、
日本建築史における製材革新の第二波であ
る「木挽から機械製材へ」の移行に関する研
究は乏しいと考えられる。 

 
消滅寸前の職人「木挽」について：現在、巨
大な製材鋸「前挽大鋸」を駆使して手作業で
製材を行う現役の木挽は、日本全国で数名ま
で減少しており、引退した技能者をあわせて
も 10 名に及ばない職種といわれている。 
中世に大陸から伝来した大鋸が木工技術

から製材を分離独立させ、建築工事を専門に
担う大工が確立し、その後の建築様式の発展
を推進したことは中世建築生産史に詳しい
（大河直躬『番匠』1971、渡邊晶『日本建築
技術史の研究』2004）。さらに、各地の近世
民家普請文書を参照すれば、大工の仕事量に
匹敵し、ときにそれ以上の木挽が近世を通じ
て活躍していたことは明らかである。 
 一方で、近代建築技術史によれば、幕末・
明治初頭にヨーロッパからもたらされた機
械製材が安価で大量の高品質木材を供給す
るようになり、製材所の台頭が木挽を駆逐し
ていった歴史がすでに紹介される（村松貞次
郎『日本近代建築の歴史』1977）。 
これらの既往研究を踏まえると、木挽の誕

生から近世の活躍、近代の衰退として職人史
が構築されそうである。 
 
木挽の盛衰観への疑義：しかしながら私は、
伝統木造技術を扱う博物館での木挽技術記
録を通して、木挽の技術が大きく進展したの
は明治期以降であり、またその仕事内容が近
代で特殊化・技巧化していると考えるように
なった（中村琢巳「木材展示『木を生かす』
製作における伐木・製材の調査報告」、竹中
大工道具館研究紀要 26 号、2015）。 
具体的には道具の形状変化と、仕事で扱う

材料の変化に着目した。 
道具についてみれば、たとえば短冊型の形

状を有する前挽大鋸が巨大な挽き面をもつ
クジラ型へと変化すること、曲面や技巧的形
状をかたちづくる特殊鋸が開発されたこと
などが挙げられる。材料面では、現在の木挽
が扱う材が貴重材（各地でブランド化した銘
木類）にほぼ限られている。 
さらに時期的には、その木挽の変容は、機

械製材の普及という流れと同時期、ないしそ
れによる影響（ある種の対抗措置とも想定さ
れる）として、生じたのではないかという見
通しをもつ。加えて、現存する近代和風建築
の特徴も、その見通しを補強するのではない
だろうか。杢の表現を重視した銘木の多用、
技巧的かつ長尺・幅広な材料形状などの特徴
を有する近代和風建築の興隆には、手作業で

技巧を駆使した木挽の存在は欠かせない。決
して、製材所の台頭で木挽が駆逐されたわけ
でないのであろう。 
 
２．研究の目的 
 
 以上のような背景と現状認識にもとづき、
本研究課題の目的を次のように設定した。 
本研究は近世から近代における「木挽」の

変容と幕末・近代初頭における「機械製材」
（水力および火力製材所）の台頭を比較的に
検討し、近代建築における材料調達の特徴を
考察する。木挽から機械製材への移行（製材
所による木挽の消滅史）という従前の歴史観
をこえて、近代以降の木挽の生産技術的な発
展と機械製材化の双方に目配りすることで、
近代建築史に新たな視野を提供したいと考
えている。 
加えてこの着想により、従来は別個の視点

で、別個の研究者が行ってきた近代和風建築
と洋風木造建築の展開を、「製材」を軸とし、
統合的に記述する新たな方法論的展開も想
定するものである。 
 
３．研究の方法 
 
本研究の方法は、生産技術史的な道具・技

術調査、文献調査、そして現存する歴史的な
木造建築物の実測調査という調査方法を組
み合わせていくことに特色がある。 
 
木挽の近代的変容把握：上記で述べたように、
木挽から機械製材へという単線的な歴史観
をこえて、機械製材と木挽の発展の双方を比
較分析し、製材の視点から近代建築史を再構
成するのが本研究の狙いである。 
そこで作業としてまず、近世・近代の木挽

の生産技術的な変容を把握することから着
手する。これは道具および木挽の技術調査に
よるものである。同時並行的に、古文書や近
代統計資料といった文献調査を通し、木挽の
生業的動向も把握していく。 
 
初期機械製材の調査：一方で、幕末・近代の
機械製材の普及に関してもその特徴を把握
していく。 
水力製材や火力製材が各地に普及してい

た概要は既に林業史・木材史などで把握され
ている。本研究では次の視点で、機械製材の
普及に関しても独自の考察を行う。 
それは初期の機械製材、とくに水力製材は

極めて職人技術的（技巧的）な側面をもって
いたという予想である。初期の機械製材はい
わゆる工業化とイコールではない。従来の技
術史研究における機械製材の記述は統計的
なものに偏り、こうした初期機械製材の手工
業的側面は見逃されている。機械製材の普及
という視点でも、より具体的な技術史的記述
が求められると考える。 
 



木挽と機械製材の比較分析と近代木造建築
の現地実測調査：以上の木挽と機械製材の動
向に着目することで、その関係性を考察して
いく。一方、具体的な近代木造建築の評価に
関しても、個別ケーススタディの検討を行う。 
 具体的には、研究者が拠点をおく東北地方
を中心に、現存する歴史的な木造建築の現地
調査を、製材技術の視点から進めていくこと
である。その際、民家や公共建築物など、建
築類型を幅広く設定して、研究視野を広げて
いくことを考慮する。 
これによって研究展開の長期的にも、近代

和風建築ならびに洋風建築の展開を、製材の
視点から評価する研究へとつなげていく。 
 
本研究の学術的な特色：以上のような方法を
辿る学術的な特色として、次の三点を挙げて
おきたい。 
 中世の大鋸伝来による技術革新は語られ
る一方、近世・近代の木挽と機械製材の関係
は建築史研究の俎上となることは少ない。顧
みられることの少ない「製材」の視点からの
建築史研究という着想が第一の特色である。 
 第二に、木挽の近代的な展開、機械製材の
手仕事的な側面に着目することで、従来の単
線的な歴史観とは異なる「製材史」を描くこ
とである。 
 そして第三に、機械製材と木挽の双方を関
連づけ、ひいては、近代洋風建築と近代和風
建築の展開を、製材（木挽と製材所）という
視点から、同一軸のもとで記述できることを
予想していることである。この点から、本研
究は日本近代建築史研究に対しても、方法論
上の成果をもたらしうると考える。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究課題の成果として、研究期間内に雑

誌論文２件の成果公表および学会発表２件
を行っている。それらの内容は以下のように
まとめられる。 
 第一に、木挽の製材道具である前挽大鋸の
形状や時代的変遷について事物調査を行い、
その成果を 2017 年度末に『竹中大工道具館
研究紀要 28 号』で調査報告のかたちですみ
やかに公表したことである（中村琢巳・河井
良三・星野欣也「竹中大工道具館所蔵「河井
コレクション前挽大鋸」の鍛冶銘・形状と時
代変遷」2017）。この論文は、竹中大工道具
館が所蔵する 50 点におよぶ近世から近代の
前挽大鋸の一群のコレクションを現地調査
した成果報告である。論文のなかでは、それ
らの形状変遷を製造者ごとに分類し、その形
状・機能的な特色や地域性についても検討を
行った。これによって、製材技術の変遷をま
ずは道具の視点から把握することができた
と考えられる。ここで把握された知見に基づ
き、木挽や製材所の技術調査報告へと展開す
る論文を展開予定である。 

第二に、成果公表として「木材」という視
点から日本建築史を見直す論考である「近世
藩領の普請備林」を発表した（『建築の歴史・
様式・社会』2018）。石造建築と異なり、日
本の木造建築は度重なる修繕や増改築、火災
を原因とした類焼再建などで、常に木材調達
が必要なことがその特徴といえる。「日本林
制史調査資料」などの林業史料から建築工事
と森林・木材のかかわりを抽出し、木材スト
ックという行為が建築生産において重要な
視角であることを述べたものである。こうし
た近世的な木材調達のあり方が、近代におい
て消滅していく過程について今後、研究成果
公表を目指していく。 
第三に、東北地方に現存する歴史的な木造

建築の現地調査を継続的に実施したことで
ある。とりわけ、調査手法の特徴としては、
材種や規格材の有無という視点で実測調査
に取り組んだことが挙げられる。調査対象に
ついては、地域的な特徴と時代変遷を記録化
できるように留意し、セレクトを進めた。 
本研究期間内で実施した現地建造物調査

によって、とりわけ多くのケーススタディが
一群のデータとして得られた地域として、宮
城県登米地方の近世・近代の木造建築群、岩
手県奥州市水沢地方の近代洋風木造建築群、
青森県弘前地方の近代洋風木造建築群が挙
げられる。また、仙台や秋田での近代和風建
築「茶室」の現地調査も実施し、数寄屋建築
に関する事例も収集することができた。これ
らをもとに江戸時代末期から明治、大正、昭
和におよぶ幅広い時代を網羅することがで
き、また製材と小屋組み構造形式の変遷など
の比較分析に取り組んでいる。 
 たとえば時期的な技術変化に着目した場
合、大規模な公共建築物における明治中期で
の製材技術の転換に注目できることはいず
れの地方でも共通する。この一方で、公共建
築と異なり、民家建築における現地調査では、
大正・昭和期まで機械製材の普及がおよばな
いなど、建築類型と技術転換時期の関係につ
いても検討している。 
 こうした現地建造物調査で得られた製材
技術の変遷に関する情報を、前述の製材・道
具調査の知見、あるいは近世木材調達のあり
方からの変化等の視点と関連させながら、今
後、成果公表を目指していくものである。 
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